
= d
3
x dkd {e 'cktm' ac*aRoi
teiCkitR ) ACk2) C

^ K-KULK.JA(R )TTtLR

- C
( k.- 22) x

(e. ) A (k)at } 少し雑 に!
8

z

占

。

"

= fimd {SL . tR)acRijA ÷s'RRi

t 5 lkieku )at4StR -(ace.jacettatrat鄂) ←
t

f2 acpsat*「

こ farrpat) aat ):

(22 . 34 )

これはして 通 りの 形式であり期待 いた



エネルもこ 。 運重力量 4元 ベクトルは次 のように書 ける

energy - momentum four- vector

pM = Jd 3xTO µ Ll (22. 35 )

g 2 で 時空 演算子 は次のように 定義された並進

Ta = exp (- ipMan ) (22 . 367

(2 . 23 )ct .

これお

T
-

'ca ,Qacx ) Tca )
=φ a (x - a ) (22. 37 )

を満たす

[ これは 次 のように 変形 , できる

ea = T φacx -a)Tu , lan

am を 幾微小 とすれ

QaTca, = TaQa - Ta ∂
u
φaam



また
、

T (a ) = exp(- ipMan ) r iP
^

amI-

とできるから

φa( Ip 'am.- ) = (I - pMan )φ a -( I - iP )γ
'

φnav

2次の微小項 を無視して 整理

- i Qap
"

am
= - iplanla - 2eaa

n

i

eap
"

am
-

peaam =Meaam

: . [ φ a , pM ] = Ia 4
a

"

(22 , 38 )

これは準的な 交換関係を用いることで
確認 することもできる

Qapte pea= - ' xQacx )πuoc, ∂
'
Qa ix)

{

1
- πcx) ∂µQacx) φalx )



( 3 .28) [ φ (x) ,π ix)] = 7 δ
3
cx - x )

: f4'c .Tπic,Meusiy Uac ') -φatx""ll )i - i δ
3
cx -x) ∂µφacx)]

を用 いれば

= - ; ∂φ a (x )
: 主 2

"

φa (x) ⇒ (22 . 38 )

次 に □ー レンツ 変換 について調べる

微小 コー レンツ 変換 を

φa (x ) → φa lxt δw . x ] と表す

ただし、

δw δωrは
、

x oxeはの略記



これは 時空並進変換と大変類似しているが
∞値 一 の 相遣は 、 変換パラメ ー タが
x に 存しているである依点

A
その 結果生じる 保在カレントは

MMVPCx ) = xTMPcx)- xPTMrCx )
[22 , 39)

∂µ MMr
'
( x) = 0これは

、 をたす

MMVP (x ) は γ∞ β の 交換で反対称

であるが、 これは δω VPが VG, βの交換について

友 称であることに 由来する対

このカレントに 対応 する 保存量 は

Mv' = fd 'x Movecx )
であり(22= - 40)

ロ ー レンツ 群 の 生成子 となる ( 2. 12)
で導入 した)(



正浮準交換関係を用 いれば MVO に 関する
交換関係 が求 まる

たとえば
、

[Q (x)( Mur ] =Mvφ (x) [2-29 )
について

[QC)ML J
= [ Q (x) , fax Mourix ) ]
= [ φ (x) , MoMrix )]
Ln""" T-(= [ φ (x) , - xµ Tia ∂~φ+ x'πa ∂ Mφ J= - ixuaret ixrame

= ( x "
a
-x~a µ ) φ

とすれば 。 同様 の 交 喚関係 を

満たすことが分かる 。


